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家兎血清に錯体を加え， 37℃， 1h incubation，生理食塩水 1mlにより放射能の透析される割

合を測定しすると，腫場集積性の高い錯体は透析される割合が高く，血清成分との相互作用が少

ないことを示した。錯体を担がん動物に投与し放射能の体内分布を調ベ， 1251および 99mTc標識

BSAの分布と比較した。腫蕩親和性錯体は血液よりのクリアランスが速かった。標識 BSAは腫

湯部で放射能が高いが，血中放射能がより高く，錯体と異なり腫湯描画はできなかった。エール

リッヒ腹水がん細胞を錯体と培養後，分離し放射能の取込みを調べた。安定度定数の高い錯体は

がん細胞への取込みは少なかった。

金属イオンは錯体となることにより，血中たん白質との相互作用が少なくなり，腫蕩組織に取

り込まれるようになる。また血液よりのクリアランスが速くなることにより腫蕩描闘が鮮明にな

る。安定度の高すぎる錯体は取込みが少ないため腫蕩描画には適さなL、。
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骨のシンチスキャン剤として 99mTcのメチレンジホスホン酸錯体（99mTc-MDP）やリン酸誘

導体配位子の錯体が臨床的に用いられている。このことからコンプレキサン（ポりアミノポリカ

ルボン酸〉型キレート剤のカルボキシル基をリン酸基で置換した配位子の 99mTc錯体も骨親：和

性をもち，有効な骨シンチスキャン剤となる可能性があると考えられた。数種のこのような配位

子を合成し， 99mTc錯体をマウス，家兎に静注，放射能の体内動態をシンチカメラにより経時的

に追跡した。

合成した配位子はエチレンジアミン事N,Nにジメチレンホスホン酸（EDDPO),N－ヒドロキシエ

チルイミノジメチレンホスホン酸（HIDPO），エチレンジアミン，N,Nにジ酢酸，N,N＇・ジメチレンホ

スホン酸，エチレンジアミンテトラメチレンホスホン酸（EDTPO），プロピレンー1,3－ジアミンテ

トラメチレンホスホン酸（PDTPO），プトレシンテトラメチレンホスホン酸（BDTPO），エチレ

ンジアミンテトラメチレンホスフィン酸等である。

99mTc錯体は pH7，スズ還元法で調製し， TLCで生成を確認した。

EDTPO, PDTPO, BDTPOの錯体は優れた骨親和性を示した。 MDP錯体に比し，より速い

血中からのクリアランスを示したが，骨への集積性は少なかった。 EDDPO,HIDPO錯体は血中

からのクリアランスは遅く，対応するコンプレキサン錯体より腫蕩親和性が減少した。亜リン酸

錯体には骨親和性は認められなかった。
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